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1977年 広島大学医学部卒業、1986年 同大学院博士課程単位取得退学。1982～87年 米国ウィスコンシン大学
研究員等。1987年より広島大学原爆放射能医学研究所(現・原爆放射線医科学研究所)に着任、1991年 同助教





防災担当大臣表彰、2012年 防災功労者内閣総理大臣表彰、 2013年 広島大学「特に優れた研究を行う教授職」 
に認定、2016年 放射線影響研究功績賞を受賞。 
松塚 崇（マツヅカ タカシ）
福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター 准教授 
同甲状腺検査部門 甲状腺検査業務室⾧ 
1993年 福島県立医科大学医学部卒業、2002年 医学博士。1996～98年 愛知県がんセンター頭頸部外科レジデ
ント、1998年 福島県立医科大学耳鼻咽喉科学講座に着任、2001年 同助手、2006年 同講師、2014年 同准教授。
2018年より同放射線医学県民健康管理センター甲状腺検査部門甲状腺検査業務室⾧・准教授。2015年より同附属
病院臨床腫瘍センター次⾧・緩和ケアセンター⾧、2017年より同附属病院医療安全管理部副部⾧を兼務。 
1.1 鈴木 悟（スズキ サトル）






内分泌内科部⾧。2018年12月1日 同附属病院小児・AYA†がん⾧期支援センター副部⾧兼任。2006年 甲状腺 
研究奨励賞（七條賞）。2008年 日本内分泌学会研究奨励賞を受賞。 
1.2 鈴木 元（スズキ ゲン）
国際医療福祉大学クリニック 院⾧、教授 
専門分野：放射線病理学、放射線疫学 
































































1.4 貴田岡 正史（キタオカ マサフミ）
イムス三芳総合病院 内分泌・代謝センター⾧ 








2.1 加藤 良平（カトウ リョウヘイ）












2.2 吉田 明（ヨシダ アキラ）
神奈川県予防医学協会 婦人検診部 部⾧  
横浜市立大学 客員教授 























































2.3 志村 浩己（シムラ ヒロキ）
福島県立医科大学 医学部臨床検査医学講座 主任教授 
放射線医学県民健康管理センター甲状腺検査部門⾧ 





鈴木 眞一（スズキ シンイチ） 
福島県立医科大学 医学部 甲状腺内分泌学講座 主任教授 








3.1 岡本 高宏（オカモト タカヒロ）
東京女子医科大学 乳腺・内分泌・小児外科学講座 教授・講座主任 
1982年 筑波大学医学専門学群卒業、1996年 McMaster 大学大学院修了（臨床疫学・生物統計学）。2009年 
東京女子医科大学内分泌外科教授、2015年 同大学外科学（第二）講座教授・講座主任。2018年 講座名を乳
腺・内分泌・小児外科学講座に改称。2009年より甲状腺腫瘍診療ガイドライン作成委員会委員⾧を務める。 
3.2 宮内 昭（ミヤウチ アキラ）







受 賞：日本甲状腺学会七條賞(1985年)、同三宅賞(2007年)、日本内分泌学会Best Endocrine Surgeon of the Year 
賞(2008年)、アジアオセアニア甲状腺学会Nagataki-FUJI FILM 賞(2015年)、Light of Life Honor 賞(2017年) 
論文執筆：英文論文597編、和文論文524編（2019年６月15日現在） 
3.3 Peter ANGELOS (ピーター・アンジェロス)


























































Richard A. BRYANT (リチャード A. ブライアント)









お け る 貢 献 が 認 め ら れ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 最 高 位 の 勲 章 で あ る コ ン パ ニ オ ン 勲 章 が 授 与 さ れ た 。 
セッション４ 
4.1 前田 正治（マエダ マサハル）






















































4.3 内山 登紀夫（ウチヤマ トキオ）






仲町台発達障害診療所に勤務し、その後、英国自閉症協会付属 The Centre for Social Communication Disorders 
（現Lorna Wing Centre）へ留学し、 DISCO、アスペルガー症候群の診断を学ぶ。帰国後、大妻女子大学に
勤務。2000年 よこはま発達クリニックを開設し、発達障害の診療と啓発、専門家の養成などを行う。2009年 
大妻女子大学退職後、2016年まで福島大学人間文化発達学類教授就任。2010年にメキシコで開催された The 
Third World Autism Congress ではプレナリーレクチャーを担当。東日本大震災直後から震災後の発達障害の
子どもたちの支援・研究活動を続け、福島県立医科大学会津医療センター特任教授、福島大学子どものメンタ
ルヘルス支援事業推進室兼任教授、ふくしま心のケアセンター顧問にも就任。2016年より大正大学心理社会
学部臨床心理学科教授、Honorary Research Fellow (Non-Clinical), Centre for Applied Autism Research 
(CAAR), Department of Psychology, Bath University に就任し現在に至る。 
4.4 渡部 育子（ワタベ イクコ） 




4.5 中島 聡美（ナカジマ サトミ）
武蔵野大学 人間科学部・大学院人間社会研究科 教授 
同認知行動療法研究所 所⾧ 











































1977年 福島県立医科大学医学部卒業、1984年 医学博士(東京大学)、1987年 福島県立
医科大学助教授、1994年 文部省在外研究員（カリフォルニア大学サンフランシスコ校）、
2000年 福島県立医科大学教授。2010～14年 同大医学部⾧、2013～16年 同大副学⾧、
2017年より同大総括副学⾧。この間、日本輸血・細胞治療学会理事⾧（2007～11年）、



















































































































































































































    






  鈴木 悟（福島県立医科大学） 
1.2 甲状腺検査本格検査 1 回目 (甲状腺検査 2 回目）の評価 
 鈴木 元（国際医療福祉大学クリニック） 
1.3 甲状腺二次検査における受診者とその家族へのサポート 
 瀬藤 乃理子（福島県立医科大学） 
1.4 福島県における検査者養成の取り組み 





























































































































































































































































































































































    











































































2.1 若年者に発生する甲状腺がんの特徴 病理学的立場から 
加藤 良平 






















































































































































































































































座⾧ 岡本 高宏 （東京女子医科大学） 
宮内 昭  （隈病院）  
登壇者 鈴木 悟 （福島県立医科大学） 
鈴木 元 （国際医療福祉大学クリニック） 
瀬藤 乃理子（福島県立医科大学） 
貴田岡 正史 （イムス三芳総合病院）
加藤 良平 （伊藤病院） 
吉田 明 （神奈川県予防医学協会） 




































































































































































































































































1)Suzuki.s  Clinical Oncol 2016, 28:263-271
2)Suzuki S, et al. Thyroid 2016 26:843-51.
3)Ohira T, Suzuki S, et al. Medicine (Baltimore). 2016 95:e4472
4)Tronko MD, SuzukiS, et al. Thyroid 2014
5) Suzuki S, et al.  Cancer Science 2019: 1-11
6) S. Suzuki.  Thyroid cancer and nuclear accidents-long term after effects of Chernobyl and Fukushima.
Elsevier, London, pp155-163, 2017


































































































































































   
宮内 昭 














































































































座⾧   貴田岡 正史（イムス三芳総合病院）     
鈴木  元 （国際医療福祉大学クリニック）     
 
登壇者  鈴木  眞一（福島県立医科大学） 
     岡本  高宏（東京女子医科大学） 
宮内  昭 （隈病院） 












































































































                                                     









































 福島県立医科大学 医学部 神経精神医学講座 教授 










































































































































































































































































 スライド１ スライド２ 

















































































































































































































座⾧   前田 正治（福島県立医科大学） 
  内山 登紀夫（大正大学）    
 
登壇者  リチャード・A・ブライアント 
              （オーストラリア・ニューサウスウェールズ大学） 
    ダグラス・W・ウォーカー 
           （アメリカ・マーシーファミリーセンター） 
           渡部 育子（ふくしま心のケアセンター） 





























で臨床心理士として 20 年以上の活動経験を持つダグラス・ウォーカー先生からは、数々の経験を基に、 
                                                     
1 世界保健機関(WHO)による国際疾病分類の第 11 回改訂版の略称。「睡眠・覚醒障害」などの章が診断基
準として追加された。2019 年５月の WHO 総会で採択され、2022 年に発効予定。 
内山登紀夫先生 前田正治先生 
リチャード・A・ブライアント先生 





































































































































2 日目午後 第２部 福島の被災者のメンタルヘルスとそのケア： 
今、何が必要なのか？ (p.53～) 
初日 第 1 部(前半) 甲状腺検査と甲状腺診療のいま (p.21～) 






項目 人数 割合 項目 人数 割合 項目 人数 割合
60代 30 26.1% 福島県内 83 73.5% 保健医療従事者 32 31.1%
50代 24 20.9% （県外に避難中の県民） (1) (0.9%) 官公庁関係 24 23.3%
40代 21 18.3% 福島県外 29 25.7% 教員 8 7.8%
70代以上 16 13.9% 日本国外 1 0.9% 会社員 8 7.8%
30代 14 12.2% 主夫/婦 7 6.8%
20代 9 7.8% 自営業 5 4.9%
















回答数 50 38 18 3 1






回答数 48 37 19 5 2






回答数 28 40 29 10 1





























































































































































平成 23 年 10 月 
～平成 26 年 3 月 
震災時福島県にお住まいの概ね 18 歳以下
（平成 4 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日









平成 26 年 4 月 
～平成 30 年 3 月 
上記の方に加え、  
平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日
生まれの方【約 38 万人】 
＊20 歳を超えるまでは 2 年毎、それ以降
は 25 歳、30 歳などの 5 年毎に検査を実施
する。 
4 巡目 本格検査 （検査 4 回目）以降 平成 30 年 4 月～ 











































































カリフォルニア州サクラメント血液センターの Paul Holland 博士の招へいにより同センターの副医⾧に就任し、
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